
●
自
治
行
政

◎
多
年
区
長
ほ
か
自
治
活
動
に
尽
く

さ
れ
た
功
績

河
　
　
　
滿
（
仙
崎
新
屋
敷
）

西
村
　
喜
一
（
仙
崎
大
日
比
）

岸
崎
　
和
夫
（
西
深
川
上
川
西
１
区
）

◎
多
年
自
治
会
長
ほ
か
自
治
活
動
に

尽
く
さ
れ
た
功
績

岡
本
　
鉄
男
（
日
置
上
矢
ヶ
浦
）

◎
多
年
市
議
会
議
員
と
し
て
自
治
行

政
に
尽
く
さ
れ
た
功
績

松
永
　
亘
弘
（
東
深
川
田
屋
）

南
野
　
勇
治
（
仙
崎
錦
町
）

金
　
　
修
三
（
仙
崎
大
泊
）

●
衛
生
振
興

◎
多
年
食
生
活
の
改
善
と
健
康
づ
く

り
の
推
進
に
尽
く
さ
れ
た
功
績

梅
本
美
代
子
（
油
谷
伊
上
須
方
）

永
野
ト
ミ
子
（
日
置
上
上
城
）

中
井
奈
津
子
（
深
川
湯
本
小
河
内
）

●
社
会
事
業

◎
多
年
民
生
・
児
童
委
員
と
し
て
社

会
福
祉
事
業
に
尽
く
さ
れ
た
功
績

笹
見
　
富
代
（
三
隅
下
豊
原
）

■
問
い
合
わ
せ

総
務
課
人
事
係

TEL
23
‐
１
１
１
４

長
門
市
で
は
、
長
門
市
表
彰
条
例
に
基
づ
き
、
地
域
社
会
の
発
展

と
住
民
福
祉
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
た
個
人
ま
た
は
団
体
を
表
彰
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

平
成
18
年
度
の
受
賞
者
は
、
自
治
・
衛
生
振
興
・
社
会
事
業
な
ど

の
部
門
で
功
績
の
あ
っ
た
11
人
で
、
11
月
30
日
、
市
物
産
観
光
セ
ン

タ
ー
で
松
林
市
長
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

今
年
度
の
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

昭
和
49
年
か
ら
今
日
ま
で
31
年
余
の
長

き
に
わ
た
り
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と

し
て
地
域
福
祉
の
推
進
に
尽
力
さ
れ
た
。

こ
の
間
、
長
門
市
民
生
児
童
委
員
協
議

会
会
長
、
山
口
県
民
生
委
員
児
童
委
員
協

議
会
理
事
等
を
歴
任
さ
れ
、
地
域
住
民
の

生
活
の
安
定
と
福
祉
の
向
上
に
努
め
る
と

と
も
に
、
民
生
委
員
児
童
委
員
活
動
の
リ

ー
ダ
ー
と
し
て
社
会
福
祉
事
業
の
推
進
に

寄
与
さ
れ
た
功
績
に
よ
る
も
の
で
す
。

昭
和
55
年
か
ら
今
日
ま
で
26
年
余
の
長

き
に
わ
た
り
、
長
門
総
合
病
院
の
院
長
、

名
誉
院
長
と
し
て
勤
務
さ
れ
、
地
域
保
健

医
療
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
た
。

こ
の
間
、
山
口
県
医
師
会
理
事
、
常
任

理
事
、
副
会
長
、
会
長
等
を
歴
任
さ
れ
、

医
師
会
活
動
の
充
実
・
発
展
に
努
め
る
な

ど
、
医
療
の
向
上
に
寄
与
さ
れ
た
功
績
に

よ
る
も
の
で
す
。

平
成
７
年
、
山
口
県
養
豚
協
会
を
設
立

し
、
同
協
会
会
長
と
し
て
、
今
日
ま
で
11

年
余
の
長
き
に
わ
た
り
、
養
豚
農
家
の
指

導
的
な
立
場
か
ら
地
域
養
豚
業
の
推
進
に

尽
力
さ
れ
た
。

こ
の
間
、
社
団
法
人
山
口
県
家
畜
振
興

協
会
理
事
等
を
歴
任
さ
れ
、
協
会
の
充
実

強
化
と
養
豚
農
家
の
生
活
の
安
定
に
寄
与

さ
れ
た
功
績
に
よ
る
も
の
で
す
。

産
業
功
労

藤
村
勇
次
さ
ん

山
口
県
養
豚
協
会
会
長

65
歳
（
三
隅
下
久
原
）

保
健
衛
生
・
環
境
功
労

藤
井
康
宏
さ
ん

元
　
山
口
県
医
師
会
会
長

69
歳
（
深
川
湯
本
小
河
内
）

社
会
福
祉
功
労

内
山
満
男
さ
ん

民
生
委
員
・
児
童
委
員

74
歳
（
通
６
区
）

平
成
19
年
夏
に
、
山
陰
本
線
で
運

行
を
開
始
す
る
観
光
列
車
の
デ
ザ
イ

ン
コ
ン
セ
プ
ト
と
イ
メ
ー
ジ
に
合
っ

た
列
車
愛
称
名
を
募
集
し
ま
す
。

■
応
募
方
法
　
官
製
ハ
ガ
キ
１
枚
に

つ
き
列
車
愛
称
名
１
点
と
、住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記

し
申
し
込
む

■
宛
先
　
〒
732
‐
0057

広
島
市
東
区

二
葉
の
里
３
‐
８
‐
21

Ｊ
Ｒ
西
日
本
広
島
支
社
営
業
課

「
観
光
列
車
愛
称
名
募
集
係
」

■
応
募
期
限
　
平
成
19
年
１
／
15
（月）

■
そ
の
他

・
く
わ
し
く
は
長
門
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

h
ttp
://w

w
w
.c
ity.n

a
g
a
to
.

ya
m
a
g
u
c
h
i.jp
/

・
応
募
者
本
人
の
作
品
で
未
発
表
の

も
の
に
限
り
ま
す

・
厳
正
な
審
査
・
抽
選
の
上
、
平
成

19
年
２
月
上
旬
に
発
表
予
定

■
問
い
合
わ
せ
　
　
　
観
光
振
興
係▲ 観光列車外装イメージ▲ 観光列車内装イメージ

御
来
迎
登
山
参
加
者
募
集

■
日
時
　
１
／
１
（月）

■
集
合
場
所
・
時
間
　
い
こ
い
の
森

三
隅
駐
車
場
　
６：

00

■
目
的
地
　
い
こ
い
の
森
三
隅
山
頂

■
参
加
対
象
　
小
学
生
以
上

■
参
加
料

無
料

■
持
参
物

水
筒
、
リ
ュ
ッ
ク
、
着

替
え
、
タ
オ
ル
、
懐
中
電
灯
、
雨
具

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

三
隅
公
民
館

山
陰
本
線
観
光
列
車
の

愛
称
名
募
集

感
想
文
の
部

大
　
賞

小
泉
沙
弥
華
（
仙
崎
小
５
年
）

最
優
秀
賞

山
根
　
　
陵
（
俵
山
小
４
年
）

松
本
　
悠
一
（
明
倫
小
６
年
）

優
秀
賞

河
野
　
佑
輔
（
俵
山
小
４
年
）

荒
川
真
一
郎
（
向
陽
小
４
年
）

静
間
　
大
地
（
向
陽
小
５
年
）

上
原
　
康
平
（
向
陽
小
５
年
）

河
村
　
　
瞳
（
大
畑
小
６
年
）

重
村
　
藍
李
（
俵
山
小
６
年
）

感
想
画
の
部

大
　
賞

右
田
　
胡
桃
（
俵
山
小
６
年
）

最
優
秀
賞

竹
内
　
涼
子
（
俵
山
小
４
年
）

谷
川
　
拓
也
（
大
畑
小
５
年
）

平
成
18
年
度
「
み
す
ゞ
児
童
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
」
最
優
秀
作
品
の
表

彰
式
が
12
月
１
日
、
長
門
商
工
会
議
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
市
内
13
小
学
校
か
ら
「
浜
の
石
」
や
「
蝉
の
お
べ
べ
」、

「
も
く
せ
い
」
な
ど
金
子
み
す
ゞ
の
詩
６
編
を
課
題
に
し
た
感
想
画
、

感
想
文
と
自
由
詩
の
３
部
門
に
381
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

優
秀
賞

林
　
緋
菜
乃
（
深
川
小
４
年
）

松
永
　
崇
史
（
向
陽
小
４
年
）

岩
本
　
　
淳
（
深
川
小
５
年
）

藤
田
　
実
優
（
日
置
小
５
年
）

松
尾
美
紗
子
（
伊
上
小
６
年
）

坂
辻
菜
津
美
（
大
畑
小
６
年
）

自
由
詩
の
部

大
　
賞

森
野
　
泰
吏
（
大
畑
小
６
年
）

最
優
秀
賞

村
田
蒼
一
郎
（
向
陽
小
１
年
）

山
田
　
千
尋
（
通
　
小
２
年
）

岩
本
　
里
桜
（
深
川
小
３
年
）

中
嶋
　
志
穂
（
深
川
小
４
年
）

西
村
　
公
佑
（
伊
上
小
５
年
）

優
秀
賞

原
　
　
悠
真
（
浅
田
小
１
年
）

大
田
　
和
矢
（
向
陽
小
１
年
）

堀
　
　
陽
日
（
日
置
小
２
年
）

黒
瀬
　
彩
乃
（
通
　
小
２
年
）

岡
本
菜
摘
子
（
深
川
小
３
年
）

重
村
真
惟
子
（
向
陽
小
３
年
）

金
子
　
千
聖
（
向
陽
小
４
年
）

大
島
理
恵
子
（
日
置
小
４
年
）

福
田
真
一
朗
（
大
畑
小
５
年
）

谷
川
　
拓
也
（
大
畑
小
５
年
）

吉
村
　
達
彦
（
伊
上
小
６
年
）

杉
　
祐
香
里
（
大
畑
小
６
年
）



固
定
資
産
の
現
況
が
変
更

に
な
っ
た
人
は
ご
連
絡
を

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日

現
在
の
状
況
に
応
じ
て
、
固
定
資
産

（
土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産
）
を
所

有
し
て
い
る
人
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

現
在
、
市
で
は
現
況
調
査
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
登
記
の
異
動
を
伴
わ

な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
把
握
が
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
正
確
で

公
平
な
課
税
を
す
る
た
め
、
平
成
18

年
中
に
次
の
よ
う
な
変
更
が
あ
っ
た

人
は
、
12
月
28
日
（木）
ま
で
に
、
本
庁

税
務
課
固
定
資
産
税
係
ま
た
は
各
総

合
支
所
総
務
課
税
務
係
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

・
土
地
の
利
用
状
況
の
変
更
（
現
況

地
目
の
変
更
、
雑
種
地
の
造
成
等

の
状
態
変
更
）

・
家
屋
を
取
り
壊
し
た
と
き
（
一
部

取
り
壊
し
も
含
み
ま
す
）

・
家
屋
を
改
築
し
て
用
途
を
変
更
し

た
と
き

・
未
登
記
の
家
屋
で
、
売
買
・
相
続

等
に
よ
り
所
有
権
移
転
し
た
と
き

※
固
定
資
産
税
の
第
３
期
の
納
期
は

12
月
25
日
（月）
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　

固
定
資
産
税
係

工
業
統
計
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

平
成
18
年
工
業
統
計
調
査
が
、
12

月
31
日
を
調
査
基
準
日
と
し
て
全
国

一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
。

工
業
統
計
調
査
は
、
製
造
業
を
営

む
事
業
所
を
対
象
と
し
て
、
１
年
間

の
生
産
活
動
に
伴
う
製
造
品
出
荷

額
、
原
材
料
使
用
額
等
を
調
査
し
、

産
業
別
、
規
模
別
、
地
域
別
に
製
造

業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

調
査
結
果
は
、
国
や
地
方
公
共
団

体
の
産
業
振
興
施
策
、
中
小
企
業
対

策
等
の
施
策
・
計
画
の
基
礎
資
料
と

し
て
使
わ
れ
る
ほ
か
、
企
業
や
大
学

な
ど
で
の
研
究
資
料
、
小
・
中
・
高

等
学
校
の
教
材
な
ど
広
く
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

調
査
は
、
12
月
か
ら
１
月
に
か
け

て
、
山
口
県
知
事
が
任
命
し
た
調
査

員
が
各
事
業
所
に
伺
い
ま
す
の
で
、

調
査
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
調
査
票
に
記
入
し
て
い
た

だ
い
た
内
容
は
、
統
計
法
に
基
づ
き

秘
密
が
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
正
確

な
ご
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　

企
画
調
整
係

山
口
県
統
計
分
析
課

商
工
労
働
統
計
班

TEL
０
８
３
‐
９
３
３
‐
２
６
５
４

経
済
産
業
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w

w
w
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e
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o
.jp
/

12
月
１
日
、
全
国
大
会
に
出
場

す
る
選
手
の
激
励
会
が
市
役
所
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

出
場
者
・
大
会
名
等
は
次
の
と

お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

●
第
15
回
全
国
水
産
・
海
洋
系
高

等
学
校
生
徒
研
究
発
表
大
会
／

12
月
７
〜
８
日
／
徳
島
県
美
波

町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル

水
産
高
校
水
産
科
学
部

谷
口
　
優
輝（
海
洋
技
術
科
３
年
）

塩
成
　
弘
治（
海
洋
科
学
科
３
年
）

松
浦
　
　
歩（
海
洋
技
術
科
２
年
）

全
国
大
会
出
場

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す▲ 松浦　歩さん ▲ 塩成弘治さん ▲ 谷口優輝さん

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
対
策

11
月
25
日
、
韓
国
南
西
部
で
高
病

原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
16
年
１
月

に
山
口
県
で
発
生
し
た
経
緯
か
ら
、

市
内
で
の
本
病
の
発
生
が
危
惧
さ
れ

て
い
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
各
種
愛
玩
用
鳥

類
等
飼
養
者
は
、
次
の
点
に
注
意
し

て
、
防
疫
対
策
を
取
ら
れ
る
よ
う
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
感
染
経
路

病
原
ウ
ィ
ル
ス
が
存
在
す
る
家
き

ん
、
人
、
車
両
、
器
具
等
と
の
接

触
に
よ
り
鳥
が
感
染
し
ま
す

■
症
状

・
鶏
等
が
感
染
す
る
と
突
然
死

・
ト
サ
カ
（
鶏
冠
）・
肉
垂
が
紫
色
に

な
る
（
チ
ア
ノ
ー
ゼ
）

・
出
血
、
首
曲
が
り
（
神
経
症
状
）

・
元
気
消
失
、

・
下
痢

・
食
欲
減
退
　
な
ど

■
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
対
策

・
鳥
小
屋
の
中
に
野
鳥
が
入
ら
な
い

よ
う
に
開
口
部
を
防
鳥
ネ
ッ
ト
等

で
覆
う

・
鳥
小
屋
お
よ
び
周
辺
の
消
毒
を
定

期
的
に
行
う

・
鳥
小
屋
入
口
に
踏
み
込
み
消
毒
槽

を
設
置
す
る

・
餌
の
入
れ
物
等
を
野
外
に
放
置
せ

ず
、
新
鮮
で
安
全
な
飲
み
水
を
給

与
す
る

・
野
鳥
や
水
鳥
が
集
ま
っ
て
生
息
し

て
い
る
場
所
に
は
で
き
る
だ
け
近

づ
か
な
い

・
家
き
ん
農
場
へ
の
立
ち
入
り
は
自

粛
し
て
く
だ
さ
い

・
健
康
観
察
を
十
分
行
い
、
死
亡
が

増
え
る
等
の
異
常
が
あ
っ
た
場
合

は
、
家
畜
保
健
衛
生
所
等
に
連
絡

す
る

■
問
い
合
わ
せ
　

農
政
畜
産
係

山
口
県
西
部
家
畜
保
健
衛
生
所

（
下
関
農
林
事
務
所
畜
産
部
）

TEL
０
８
３
７
‐
６
６
‐
１
０
１
８

長
門
市
消
防
出
初
式

消
防
出
初
式
を
次
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
。
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
声

援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
日
時
　
１
／
７
（日）

■
場
所
　
ル
ネ
ッ
サ
な
が
と

■
内
容
　

・
式
典
　
　
　
　
　
９：

10
〜

・
観
閲
行
進
　
　
　
10：

30
〜

・
人
員
機
材
点
検
　
11：

10
〜

・
一
斉
放
水
　
　
　
11：

40
〜

■
問
い
合
わ
せ
　
　
　
　
消
防
団
係

（注）１.し尿汲み取りは年末に申し込みが集中すると処理能力に限界があるため混乱します。早めにお申し込みください。
２.ごみは収集日をよく確認し、ルールを守って出してください。きれいなまちで気持ちのよい新年を迎えたいものです。
ご協力をお願いします。

３.１月３日（水）、ルネッサながとは「成人式」のみの開館になります。



お
は
な
し
の
会
（
展
示
室
）

●

日
時
　
１
／
27
（土）

15：

00
〜

紙
芝
居
の
会
（
展
示
室
）

●

日
時
　
１
／
６
（土）

15：

00
〜

１
／
20
（土）

15：

00
〜

と
し
ょ
か
ん
た
ま
ご
の
会
（
展
示
室
）

●

日
時
　
１
／
26
（金）

10：

30
〜

長
門
読
書
会
（
研
修
室
）

●

日
時
　
１
／
27
（土）

13：

30
〜

よ
み
っ
こ
く
ら
ぶ
（
ゆ
や
分
館
）

●

日
時
　
１
／
13
（土）

15：

00
〜

●

日
時
　
１
／
27
（土）

15：

00
〜

新
着
図
書
（
一
部
）

「
僕
た
ち
の
戦
争
」
荻
原
浩
、「
駐

在
刑
事
」
笹
本
稜
平
、「
Ｒ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
Ｓ

06
」
五
條
瑛
、「
紙
魚
家
崩
壊
‐
九
つ

の
謎
」
北
村
薫
、「
難
儀
で
ご
ざ
る
」

岩
井
三
四
二
、「
七
夕
し
ぐ
れ
」
熊
谷

達
也
、「
二
重
誘
拐
」
井
上
一
馬
、

「
奇
跡
の
自
転
車
」
ロ
ン
・
マ
ク
ラ
ー

テ
ィ
ン
、
「
異
常
気
象
売
り
ま
す

（
上
・
下
）」
シ
ド
ニ
ィ
・
シ
ェ
ル
ダ

ン
、「
マ
ー
リ
ー
」
ジ
ョ
ン
・
グ
ロ
ー

年
末
年
始
の
休
館
の
お
知
ら
せ

本
館
は
12
月
29
日
（金）
か
ら
１
月
４

日
（木）
ま
で
休
館
で
す
。
１
月
４
日
（木）

は
開
館
準
備
作
業
の
た
め
休
館
と
な

り
ま
す
。
分
館
は
１
月
４
日
（木）
か
ら

利
用
で
き
ま
す
。

12
月
23
日
（祝）
は
開
館
し
ま
す

12
月
23
日
（土）
は
祝
日
で
す
が
、
本

館
・
分
館
と
も
開
館
し
ま
す
。
開
館

時
間
は
本
館
は
午
前
９
時
30
分
か
ら

午
後
５
時
ま
で
、
分
館
は
午
前
９
時

か
ら
午
後
５
時
ま
で
と
な
り
ま
す
。

１
月
８
日
（祝）
は
本
館
の
み
開
館

１
月
８
日
（月）
は
祝
日
で
す
が
、
本

館
の
み
開
館
し
ま
す
。
開
館
時
間
は

午
前
９
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で

で
す
。
た
だ
し
、
翌
９
日
（火）
は
休
館

と
な
り
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
ご
利
用

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

絵
本
を
楽
し
む
会
（
展
示
室
）

●

日
時
　
１
／
18
（木）

10：

00
〜

お
は
な
し
ポ
ケ
ッ
ト
（
展
示
室
）

●

日
時
　
１
／
13
（土）

15：

00
〜

長門市立図書館 …１日（月）～４日（木）
９日（火）15日（月）22日（月）29日（月）

ゆや分館 …１日（月）～３日（水）８日（月）
９日（火）15日（月）22日（月）29日（月）

●１／６（土）
13：30～

「よばれてとびでて!
アクビちゃん⑦」

（60分）

●１／27（土）
13：30～

「スプーン
おばさん④」

（60分）ガ
ン
、「
つ
く
っ
て
あ
げ
た
い
赤
ち
ゃ

ん
小
物
」
学
習
研
究
社
、「
か
わ
い

い
！
フ
ェ
ル
ト
の
マ
ス
コ
ッ
ト
」
寺

西
恵
里
子
、「
風
に
吹
か
れ
て
豆
腐
屋

ジ
ョ
ニ
ー
」
伊
藤
信
吾
、「
ど
ん
ぐ
り

見
聞
録
」
い
わ
さ
ゆ
う
こ
　
ほ
か

移
動
図
書
館
車

ぐ
る
ブ
ッ
ク
号
運
行
中

・
Ａ
コ
ー
ス

１
／
11
（木）
・
25
（木）

・
Ｂ
コ
ー
ス

１
／
17
（水）
・
31
（水）

・
Ｃ
コ
ー
ス

１
／
12
（金）
・
26
（金）

第
２
回
図
書
館
ま
つ
り
に
多
数
の

ご
来
場
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
多
数
の

利
用
者
で
図
書
館
は
賑
わ
い
ま
し
た
。

古
本
市
で
は
多
数
の
本
が
再
利
用
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
古
本
等

の
提
供
に
ご
協
力
頂
い
た
方
々
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

〈
図
書
館
ま
つ
り
実
行
委
員
会
一
同
〉

山
口
県
農
業
士
・

青
年
農
業
士

平
成
18
年
度
「
山
口
県
農
林
業
関

係
表
彰
・
認
定
式
」
が
11
月
14
日
、

県
庁
で
開
催
さ
れ
、
長
門
市
か
ら
山

口
県
農
業
士
に
原
田
知
典
さ
ん
（
三

隅
下
浅
田
）
と
森
山
朗
さ
ん
（
西
深

川
下
川
西
）
が
、
山
口
県
青
年
農
業

士
に
野
中
保
志
さ
ん
（
日
置
中
小
野

地
）
が
新
た
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
表
彰
・
認
定
式
は
、
優
れ
た

農
林
業
経
営
の
実
践
や
後
継
者
の
育

成
、
農
山
村
地
域
づ
く
り
に
向
け
た

情
熱
の
あ
る
取
り
組
み
な
ど
、
地
域

で
創
意
・
工
夫
と
自
助
努
力
に
よ
り

優
秀
な
実
績
を
上
げ
、
地
域
農
林
業

の
振
興
に
顕
著
な
実
績
を
上
げ
て
い

る
団
体
・
個
人
に
対
し
て
表
彰
・
認

定
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
山
口
県
指
導
農
業
士
と
は

優
れ
た
農
業
経
営
を
実
践
し
、
青

年
農
業
者
の
育
成
指
導
に
理
解
と

情
熱
を
持
ち
、
地
域
農
業
振
興
に

対
し
て
貢
献
し
て
い
る
40
歳
以
上

の
農
業
者

■
山
口
県
青
年
農
業
士
と
は

５
年
以
上
の
農
業
経
営
の
経
験
を

有
し
、
自
ら
近
代
的
農
業
経
営
を

実
践
し
、
優
れ
た
実
績
を
上
げ
て

い
る
39
歳
以
下
の
青
年

■
問
い
合
わ
せ

長
門
農
林
事
務
所

TEL
37
‐
２
１
５
５

油
谷
郷
土
文
化
会

文
化
講
演
会

油
谷
郷
土
文
化
会
で
は
、
文
化
講

演
会
を
開
催
し
ま
す
。
多
く
の
お
越

し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時

12
／
16
（土）14：

00
〜
15：

30

■
会
場
　
油
谷
中
央
公
民
館

■
演
題
　
「
ふ
る
さ
と
の
石
仏
に
み

る
人
々
の
祈
り
〜
長
門
地
区
の
石

仏
調
査
か
ら
〜
」

■
講
師
　
大
石
　
正
信
　
氏

（
長
門
郷
土
文
化
研
究
会
理
事
、

日
本
石
仏
協
会
会
員
）

■
入
場
料
　
無
料

■
問
い
合
わ
せ

油
谷
郷
土
文
化
会
（
前
田
）

TEL
32
‐
０
７
５
６

お
詫
び
と
訂
正

12
月
１
日
号
の
４
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

た
「
税
率
構
造
の
変
化
」
表
中
の
税
源

移
譲
前
の
所
得
税
10
％
（
０
〜
195
万
円
）

は
（
０
〜
330
万
円
）
の
誤
り
で
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

山
口
県
の
最
低
賃
金

山
口
県
で
適
用
さ
れ
る
最
低
賃
金

は
、
現
在
次
の
と
お
り
決
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
常
用
・
臨
時
・
パ
ー
ト
・

ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
の
雇
用
形
態
や
呼

称
な
ど
を
問
わ
ず
、
す
べ
て
の
労
働

者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。
労
働
者
を
雇

用
さ
れ
る
事
業
者
は
、
こ
の
最
低
賃

金
額
よ
り
低
い
賃
金
で
労
働
者
を
使

用
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

な
お
、
こ
の
最
低
賃
金
に
は
「
精

皆
勤
手
当
」「
通
勤
手
当
」「
家
族
手

当
」「
時
間
外
・
休
日
手
当
」「
賞
与
」

な
ど
臨
時
に
支
払
わ
れ
る
賃
金
は
含

み
ま
せ
ん
。

■
山
口
県
最
低
賃
金

・
１
時
間
　
646
円

・
効
力
発
生
日
　
平
成
18
年
10
／
１

※
次
の
産
業
で
働
く
労
働
者
に
は
産

業
別
最
低
賃
金
が
適
用
さ
れ
ま
す

産
業
別
最
低
賃
金

・
効
力
発
生
日
　
平
成
18
年
12
／
15

■
鉄
工
業
、
非
鉄
金
属
製
錬
・
精
製

業
、非
鉄
金
属
・
同
合
金
圧
延
業
、

非
鉄
金
属
素
形
材
製
造
業
　

・
１
時
間
　
764
円

■
電
気
機
械
器
具
、
情
報
通
信
機
械

器
具
、
電
子
部
品
、
デ
バ
イ
ス
製

造
業
　

・
１
時
間
　
701
円

■
輸
送
用
機
械
器
具
製
造
業
　

・
１
時
間
　
744
円

■
百
貨
店
、
総
合
ス
ー
パ
ー
　

・
１
時
間
　
697
円

■
問
い
合
わ
せ

厚
生
労
働
省
山
口
労
働
局
賃
金
室

TEL
０
８
３
‐
９
９
５
‐
０
３
７
２

小
学
３
・
４
年
男
子
の
部
（
1.5
㎞
）

①
遠
藤
泰
地
（
粟
野
ス
ポ
少
／
５：

59
）
②
黒
瀬
亮
（
仙
崎
ソ
フ
ト
ス
ポ

少
）
③
永
松
亮
（
粟
野
ス
ポ
少
）

小
学
３
・
４
年
女
子
の
部
（
1.5
㎞
）

①
藤
田
江
梨
佳
（
粟
野
ス
ポ
少
／

６：

39
）
②
久
保
田
実
希
（
仙
崎
小
）

③
重
中
美
穂
（
粟
野
ス
ポ
少
）

小
学
５
・
６
年
男
子
の
部
（
３
㎞
）

①
但
馬
龍
矢
（
上
郷
小
／
11：

17
）

②
久
保
江
涼
太
（
粟
野
ス
ポ
少
）
③

香
川
智
哉
（
日
置
小
）

小
学
５
・
６
年
女
子
の
部
（
３
㎞
）

①
杉
山
和
（
小
郡
小
／
12：

19
）
②

下
村
光
（
粟
野
ス
ポ
少
）
③
福
岡
美

和
（
粟
野
ス
ポ
少
）

中
学
生
男
子
の
部
（
５
㎞
）

①
中
村
允
也
（
仙
崎
中
／
19：

01
）

②
西
坂
昇
（
俵
山
中
）
③
岡
崎
弘
樹

（
大
嶺
中
）

一
般
Ａ
の
部
（
10
㎞
）

①
沖
野
一
昭
（
ド
ラ
ビ
ッ
ツ
／
39：

30
）
②
山
下
克
巳
（
美
東
ラ
ン
ニ
ン

グ
ク
ラ
ブ
）
③
山
本
紀
和
（
ブ
ラ
ッ

ク
パ
ン
サ
ー
）

一
般
Ｂ
の
部
（
５
㎞
）

①
岡
崎
輝
義
（
チ
ャ
リ
DE
GO
／
18：

11
月
19
日
、
旧
青
海
島
小
学
校
か
ら
青
海
湖
周
辺
を
周
回
す
る
コ
ー
ス

で
競
う
「
第
13
回
青
海
島
健
康
マ
ラ
ソ
ン
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
小
学
生

の
部
か
ら
一
般
の
部
ま
で
約
300
人
が
参
加
し
、
沿
道
の
声
援
を
受
け
て
力

走
し
ま
し
た
。
お
も
な
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

28
）
②
梅
本
成
利
（
長
門
市
）
③
新

江
田
智
司
（
仙
崎
み
す
ゞ
）

ペ
ア
の
部
（
1.5
㎞
）

①
上
野
一
浩
・
豪
士
（
長
門
市
／

６：

35
）
②
久
保
田
正
彦
・
雄
大

（
仙
崎
小
）
③
井
上
光
・
小
田
拓
翔

（
長
門
高
・
俵
山
小
）

ゆ
っ
く
り
走
ろ
う
の
部
（
４
㎞
）

（
タ
イ
ム
設
定
に
よ
り
３
位
ま
で
表
彰
）

金
賞
…
荒
川
キ
ヨ
子
（
ス
ミ
セ
海
運

Ｏ
Ｂ
）
銀
賞
…
川
村
夕
佳
（
川
村
建

具
点
）
銅
賞
…
荒
川
勝
海
（
ス
ミ
セ

海
運
Ｏ
Ｂ
）

石
綿
業
務
に
従
事
し
た

離
職
者
に
対
す
る
特
別
健
診

過
去
に
石
綿
を
取
り
扱
う
作
業
に

従
事
し
、
事
業
場
廃
業
等
の
理
由
で

石
綿
健
康
診
断
を
受
診
で
き
な
い
退

職
者
に
対
し
、
12
月
28
日
（木）
ま
で
無

料
で
健
康
診
断
を
行
い
ま
す
。
詳
し

く
は
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

山
口
県
予
防
保
健
協
会

TEL
０
８
３
‐
９
３
３
‐
０
０
０
８

山
口
労
災
病
院

TEL
０
８
３
６
‐
８
３
‐
２
８
８
１

休
日
当
番
医
の
変
更

12
月
１
日
号
の
21
ペ
ー
ジ
の
休
日
当

番
医
の
中
で
、
12
月
23
日
は
友
近
医
院

（
TEL
32
‐
１
１
８
０
）、
24
日
は
吉
村
内

科
（
TEL
22
‐
３
３
２
２
）
に
変
更
と
な

り
ま
し
た
。

ま
た
、
12
月
31
日
持
山
医
院
の
電
話

番
号
は
22
‐
１
５
５
５
で
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

フ
レ
ー
フ
レ
ー
・

テ
レ
フ
ォ
ン
山
口

フ
レ
ー
フ
レ
ー
・
テ
レ
フ
ォ
ン
山

口
で
は
、
仕
事
も
家
庭
も
大
切
に
安

心
し
て
働
き
た
い
あ
な
た
へ
「
育

児
・
介
護
・
家
事
代
行
」
な
ど
の
サ

ー
ビ
ス
情
報
を
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
（
フ
レ
ー
フ
レ
ー
ネ
ッ
ト
）
で

提
供
し
て
い
ま
す
。
情
報
提
供
は
無

料
で
す
。

■
フ
レ
ー
フ
レ
ー
・
テ
レ
フ
ォ
ン

TEL
０
８
３
‐
９
２
３
‐
２
０
２
０

※
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
は
除
く
）

９：

30
〜
16：

30

■
フ
レ
ー
フ
レ
ー
ネ
ッ
ト

h
ttp
://w

w
w
.2
0
2
0
n
e
t.jp
/

保
育
サ
ポ
ー
タ
ー

フ
レ
ー
フ
レ
ー
・
テ
レ
フ
ォ
ン
で

は
、
保
育
サ
ポ
ー
タ
ー
の
情
報
も
提

供
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
保
育
サ

ー
ビ
ス
料
は
有
料
で
す
。

■
保
育
サ
ポ
ー
タ
ー
の
サ
ー
ビ
ス

・
保
育
所
等
へ
の
送
迎

・
保
育
所
等
の
預
け
先
が
決
ま
る
ま

で
の
短
時
間
の
保
育

・
臨
時
的
、
突
発
的
な
時
間
の
保
育

※
保
育
サ
ポ
ー
タ
ー
は
「
保
育
サ
ポ

ー
タ
ー
養
成
講
座
」
を
修
了
・
登

録
し
た
人
で
す

■
問
い
合
わ
せ

〒
753
‐
0074
山
口
市
中
央
５
‐
７
‐
３

ア
ク
サ
山
口
ビ
ル
１
階

21
世
紀
職
業
財
団
山
口
事
務
所

TEL
０
８
３
‐
０
２
３
‐
２
０
２
０


